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冷蔵首を利用したネギの春夏どり栽培に関する研究 =冷蔵苗の花芽分化特性
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1  は じめ に

ネギはある一定の大きさに達すると,低温に感応して花芽

を分化する。花芽分化後の抽だいは商品価値を低下させるた

め,ネギの春―初夏どり栽培では,越冬後の抽だい回避が重

要な課題となっている。抽だい抑制には,晩抽性品種の利用

を基本として,低温感応しない苗サイズでの越冬, トンネル

被覆による脱春化,長日処理などの方法がある力
'｀

め,実用

性や効果の安定性において問題が残されている。ここでは,

新たな抽だい回避技術を開発することを目的として,氷点下

条件で貯蔵したネギ苗の生育および花芽分化特性を明らかに

した。

2 試験 方法

〈1)プランタ試験

ネギ `吉蔵'を知

“

年7月 14日 に描種し,温室内のプラン

タc65× 22× 19crrlpで栽培したo″精プランタ
)。
 10月 21日 に

苗を掘り上げ,半数は温室内 C4日 間自然乾燥させた後,ポ
リエテレン袋に入れ,封をしない状態で,‐1℃で貯蔵した。

残りの半数は,乾燥せずに同様の方法で貯蔵した。貯勘 ―

"週
後まで,槌間隔で首を出庫してプランタに定植し(13洵

プランタ)15℃以上のガラス如 週間栽培した後に,生育

と― rLを調査した。処理区当たり%個体を供試した。

自然条件での `吉蔵'の花芽分化時期を確認するため,7
月14日 に播種し,温室内でプランタ栽培した苗ol杓プラン

タ)を ,9月 2日 以降,野外に置いて自然低温に遭遇させた。

lo月η日から半月間隔で苗を15℃以上のガラス室に搬入し,

6週間栽培した後に花芽分化を調査した。処理区当たり11個

体を供試した。

(2)圃場試験

21X15年7月 8日 およ的 月29日 にネギ `吉蔵', `長悦'を

約14KXl粒ぽの密度で露地圃場に播種した。生長した苗をlo

月21日 に掘り上げ,雨よセツ ウヽスで4日 間自然乾燥させた後,

上記と同様の方法で貯蔵した。これらの苗を200644月 3日 に

貯蔵庫から出庫し,翌日,うね幅lm.株間生叫 植え溝の深

さ15cI Iで圃場に定植した。掘り上げ直後に定植し,露地で

越冬させたものを対照区とした。処理区当たり65-111個体

を供試し,定植後の苗の生存率,抽だい率を調査した。

3 試験結 果 及 び考 察

(1)プランタ試験

掘り上げ時の苗の葉鞘径は8nlln,生体重は約%gであつた。

生体重は冷蔵前の乾燥処理によつて,035%減少した。冷蔵

終了時の苗は,根および展開葉の葉身の大部分力勢死してい

た力ヽ 定欄陵は比較的頂調に生育を再開した。16週以下の冷

蔵では,苗の生存率はllXl%で あつたが,m週冷蔵では生存

率l■73-84%に低下した 俵 1)。 4%の個体で花芽が分化し

た8週冷蔵区を除いて,冷蔵苗の花芽分化は認められなかつ

た (表1)。 8週冷蔵区の花芽は,定植後の日長が短日条件

(12月 -2月 )であつたことや,掘り上げ時の苗は生長点ま

鞭 の未展開葉を銅 ヽ花芽lまき値後に新たに融

上の葉が展開した後にみられたことから,冷蔵中ではなく,

冷蔵終了後に誘導された可能性が高いと考えられた。冷蔵前

の苗の乾燥は,花芽分化には影響しなかったが,冷蔵終了後

の栄養生長を促進する傾向がみられた (表 1)。 また,本試

験で供試した苗よりも生育の進んだ首 (葉鞘径12-,生体

童 の を冷蔵した場合でも,わずかな例外を除いて,苗冷

蔵による花芽分化は認められなかつた。

野外で生育させたネギ苗 `吉蔵'の花芽分化率は,10月
"日温室搬入区では27%,11月 5日 搬入区では llXl%で あり

0わ), `吉蔵'の花芽誘導時期は10月 下旬から11月 上旬

と考えられた。この時期 (lo m-11.5),平均気温は135℃

から,メ3に低下し,5,10,15℃以下の低温遭遇時間は,そ
れぞれ,oから81,98から262,322か ら645時間に増えた (図

1)。 従って, この時期のネギ苗は,5-15℃程度の温度に感

応して,花芽が誘導されたと考えられた。

表 1 冷蔵終了後のネギ苗の生育と花芽分化
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表3 掘り上げ時のネギ苗の生育
生体重 葉鞘径
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図 1 野外生育期間中の平均気温および低温遭遇量

表4 露地越冬苗と冷蔵苗の生存率と抽だい率

播種日  品種
7月 8日 吉蔵

7月 29日  吉蔵  10
長悦  10

(圃場試験,掘 り上げ日 :20051021)
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ま と め

ネギの春夏どり栽培における抽だい回避技術を開発するこ
とを目的として,氷点下条件での苗冷蔵がネギの生育と花芽
鋼 ヒに及ぼす影響を調麿した。
3か月齢のネギ苗 `吉蔵'を_1℃で4-η週間貯蔵した後に,

温室で生育させた場合 (プランタ試験),苗冷蔵は,その期
間にかかわらず 花芽分化を誘導しなかった。冷蔵苗の生存
率l■73-llXl%で ,生存した苗は順調に栄養生長を再開した。
‐1℃で紡 か月間貯蔵したネギ苗 `吉蔵' および `長悦'

を4月 上旬に露地圃場に定植した場合,冷蔵苗の花芽分化率
は,露地越冬苗に比べて明らかに低かったが,生存率や定植
後の栄養生長は,プランタ試験に比べて劣る傾向がみられた。
以上の結果から,氷点下条件でのネギ苗の冷蔵は,花芽誘

導に作用せず 春夏どり栽培における抽だい回避技術となり
うる可能性が示された。同時に,苗の掘り上げ時期によって
は冷蔵前に花芽分化してしまう可能性があることや,露地定
植では生存率が低 く,栄養生長が停滞する傾向があるなど,

冷蔵苗を利用するうえでの問題点が明らかとなった。
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(2)圃場試験

掘り上げ時の苗の生体重は,7月 8日描種苗でl126-30g,7
月29日 怖種苗ではlogであり l■3),7月 29日 播種苗の生育
量はかなり小さかった。冷蔵苗の定植後の生存率は,7月 8日

描種の `吉蔵'では58%, `長悦'で
l■49%であり,露地越

冬首と同等か若干低い値を示した (表4)。 しかし,7月 29日

播種苗では,両品種とも苗冷蔵により全個体が枯死し (表

4),苗冷蔵には一定以上に生育した苗 (生体重%♂壁りを
使う必要があると考えられた。

冷蔵苗の花芽分化率は,7月 8日 播種の `吉蔵'でヤお7%,
`長悦'でヤ諄 %であり,露地越冬苗の花芽分化率 (`吉蔵
'llXl%, ・長悦'80%)に比べて低かった 俵の 。しかし,

プランタ試験と比較すると,回場試験での `吉蔵'の花芽分
化率は明らかに高かった (表1,表4)。 これは,前述の結果
が示すように,首の掘り上げ日であったlo月 21日 が `吉蔵'

0た弟誘導期に相当したことから,苗冷蔵前にすでに花芽が

誘導された状態にあったためと推定された。

圃場試験とプランタ試験の結果を比較すると,圃場試験で
は冷蔵苗の生存率力活 く,また,定値後の新根の発生が少な
く,栄養生長が停滞する傾向がみられた (写真1)。 このよ
うな違いは, 2つの試験の定値後の温度条件や培地の物理性
の違いに起因するものと考えられ,実用的に冷蔵苗を利用す
るには,定植後の生存率や栄養生長を向上させる工夫力泌要
と考えられた。
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